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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

安

井

英

章

 改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
青
の
会
、市
民 

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
） 

渡

邊

正

人

 

平
政
・
公
明
党 

希
望 

佐

藤

智

一

 
恋
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
再
開
を 

 

質
　
恋
文
コ
ン
テ
ス
ト
で
全
国
に
二
ツ
井
町
の
名
前
が
知
ら

れ
た
が
、
十
数
年
行
わ
れ
て
い
な
い
。
合
併
後
も
恋
文
の
ま

ち
を
う
た
う
の
で
あ
れ
ば
、
費
用
を
か
け
な
い
方
法
も
検
討

の
上
、
毎
年
で
は
な
く
と
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

答
　
27
年
度
か
ら
は
、
二
ツ
井
公
民
館
等
を
会
場
に
、
恋
文

コ
ン
テ
ス
ト
を
題
材
と
し
た
朗
読
公
演
シ
リ
ー
ズ
恋
文
を
開

催
し
て
い
る
ほ
か
、
第
１
回
大
賞
作
品
の
「
天
国
の
あ
な
た

へ
」
を
初
め
と
す
る
入
賞
作
品
が
、
メ
デ
ィ
ア
等
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、
恋
文
の
ま
ち
は
一
定
の
知
名
度
を
維
持
し

て
い
る
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
再
開
は
、
財
政
面
や
人
員
的
な
課

題
が
あ
る
が
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

  

農
家
の
収
入
増
の
た
め
太
陽
光
発
電
の
活
用
を 

 

質
　
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
水
田
や
畑
等
に
太
陽

光
発
電
を
設
置
し
、
発
電
収
入
と
農
産
物
収
入
の
両
方
を
得

る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
井
川
町
で
は
既
に
行
わ
れ
て
い
る
。

県
も
実
証
試
験
を
行
う
よ
う
だ
が
、
市
も
推
進
す
べ
き
で
は
。 

 

答
　
国
は
農
業
所
得
の
安
定
化
の
た
め
、
営
農
型
太
陽
光
発

電
の
促
進
策
を
推
進
し
て
い
る
。
県
も
今
年
度
か
ら
中
山
間

地
に
お
い
て
、
営
農
型
太
陽
光
発
電
の
実
証
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
実
施
の
検
討
に
は
事
業
採
算
性
の
検
証
や
、
農
家

の
意
向
の
把
握
等
に
ま
だ
相
当
の
期
間
を
要
す
る
た
め
、
市

と
し
て
は
、
国
、
県
の
取
り
組
み
や
先
行
事
例
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
明
治
天
皇
記
念
碑
前
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
改
善 

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
対
策
を 

○
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
は
検
討
し
て
い
る
か 

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
能
代
港
の
整
備 

 

質
　
能
代
港
の
利
活
用
促
進
に
つ
い
て
、
期
成
同
盟
会
の
発

足
と
能
代
港
の
整
備
促
進
等
、
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

含
め
、
そ
の
考
え
は
。 

 

答
　
能
代
港
の
利
活
用
促
進
は
、
県
北
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
重
要
。
洋
上
風
力
発
電
拠
点
化
の
形
成
は
、
そ
の
た
め

の
一
つ
の
方
策
で
あ
り
、
国
、
県
の
方
向
に
沿
い
、
洋
上
風

力
発
電
が
本
地
域
で
先
進
的
に
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
位

置
的
優
位
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
港
湾
整
備
促
進
に
向
け
た

条
件
が
整
っ
て
い
る
。
同
盟
会
で
要
望
活
動
や
広
報
活
動
を

実
施
す
る
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
む
。 

  
小
・
中
学
校
の
熱
中
症
対
策（
エ
ア
コ
ン
設
置
） 

 
質
　
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
る
た
め
、
既
存
の
保
健
室
だ
け

で
な
く
、
児
童
生
徒
や
夏
休
み
も
出
勤
し
て
い
る
教
職
員
の

た
め
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
教
室
や
職
員
室
へ
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
考
え
は
。 

 

答
　
教
職
員
の
勤
務
環
境
改
善
の
た
め
、
職
員
室
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
年
の
記
録
的
な
猛
暑
を

踏
ま
え
、
児
童
生
徒
の
安
全
、
健
康
を
守
る
た
め
、
教
室
へ

の
設
置
も
検
討
し
て
い
く
。
し
か
し
、
設
置
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
、
財
源
の
確
保
が
課
題
と
な
る
。
国
で
は
交
付

金
の
増
額
に
加
え
、
そ
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
る
た
め
、
今
後
の
国
の
動
き
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
児
童
生
徒
の
通
学
路
等
に
お
け
る
安
全
確
保 

○
教
育
連
携
の
現
状
と
今
後
の
方
針 

た
め
池
周
辺
の
通
学
路
や
避
難
経
路
の
安
全
確
保 

 

質
　
西
日
本
豪
雨
で
は
、
下
流
域
に
被
害
が
想
定
さ
れ
る
防

災
重
点
た
め
池
で
は
な
い
、
た
め
池
が
決
壊
し
、
子
供
が
亡

く
な
っ
た
。
た
め
池
周
辺
に
お
け
る
通
学
路
及
び
避
難
経
路

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

 

答
　
防
災
重
点
た
め
池
に
つ
い
て
は
、
県
の
た
め
池
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
市
の
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
及
び
洪
水
・
土
砂

災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
浸
水
想
定
区
域
、
避
難

経
路
、
避
難
場
所
の
整
合
性
等
を
精
査
し
、
通
学
路
も
含
め

総
合
的
な
安
全
確
保
に
努
め
て
い
く
。
そ
れ
以
外
の
た
め
池

で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
な
い
所
に
つ
い
て
は
、
周
辺
住
民
に

た
め
池
の
存
在
を
周
知
し
注
意
喚
起
を
図
っ
て
い
く
。 

  

水
道
法
改
正
に
よ
る
影
響 

 

質
　
国
会
で
審
議
中
の
水
道
法
改
正
案
は
、
広
域
連
携
や
官

民
連
携
の
推
進
等
を
網
羅
し
て
い
る
。
人
口
減
に
伴
う
水
需

要
の
減
少
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
等
、
課
題
は
多
い
が
、
広

域
連
携
や
公
共
施
設
等
運
営
権
に
対
す
る
認
識
は
。 

 

答
　
広
域
連
携
は
、
事
業
体
間
の
考
え
方
の
違
い
や
、
地
理
的

な
要
因
等
が
課
題
と
な
り
、
具
体
的
な
検
討
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
ま
ず
は
市
内
の
簡
易
水
道
事
業
と
上
水
道
事
業
の
経
営
統

合
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
な
経
営
を
目
指
し
た
い
。
公
共
施

設
等
運
営
権
に
対
す
る
認
識
は
、
契
約
に
よ
り
個
別
に
定
め
た

範
囲
で
維
持
管
理
や
運
営
を
民
間
事
業
者
に
任
せ
る
方
式
の
導

入
に
つ
い
て
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
西
日
本
豪
雨
を
受
け
た
め
池
の
点
検
の
状
況
は 

○
民
地
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
費
用
補
助
の
考
え
は 

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
木
質
化
を
推
進
す
る
考
え
は 

 


